
スマホやインターネット等の急速な普及により、私たちは豊かで便利な生活を送ることがで

きるようになりました。一方で、スマホやネットゲーム依存が世界各国で社会的な問題になっ

ています。すでに、世界保健機関ＷＨＯが「ゲーム障害」を現代病のリストに追加しています。

ギャンブル依存症と同様の依存的な行動に起因する障害と認定されたのです。ゲーム依存が進

むと、健康障害や機能障害を引き起こし、人格まで変えてしまうという研究者もいます。

私が最近のニュースで気になったのは、「乳幼児のスマホ利用」と「親のスマホ依存」が急

増していることです。近年、乳幼児向けの楽しいアプリも普及し、「静かになる、脳の機能向

上になる、自分の時間がもてる」等の理由で、スマホやタブレットを乳幼児に使わせる「スマ

ホ育児」をする親が世界中で増えているそうです。しかし、その子は将来、スマホ依存症にな

る可能性が非常に高いと警鐘を鳴らす研究者もいます。また、親のスマホ依存により子育てが

おろそかになり、子育てのスキルや喜び・楽しさが低下して、子育てがつらいだけのものにな

ってしまって、子どもを放置する「プチ虐待」が近年増えているそうです。

「三つ子の魂百まで」と言われるように、乳幼児期の子育ては、子どもの人格や人生が決ま

ってしまうほど、とても重要なことであることは皆さんもご承知のとおりだと思います。しか

し、今やスマホやインターネット等は、私たちの生活に欠かせないアイテムです。断つわけに

はいきません。上手に賢く活用していきたいものです。スマホやネットゲーム等の利用方法に

ついて、今一度家族の約束事を話し合ってみてはいかがでしょうか。

教職員の異動について

１２月に本年度２回目の学校評価アンケートをWEB回答方

式で実施しました。保護者の皆様にはご多用の中ご協力いただ

き、ありがとうございました。「学校は楽しい」「一生懸命勉強

している」「学習したことがよく身に付いている」「先生や友達の話をしっかり聞いている」「友達と仲良くしてい

る」「分かる授業をしている」は、児童・保護者・教職員が肯定的評価（「そう思う」と「大体そう思う」を合わ

せたもの）をした割合の高い項目で、本校のよさと捉えることができると思われます。新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、様々な活動が制限される中にあっても、子どもたちが意欲的に学校生活を送っていることが、

アンケートの結果から読み取れました。今後も家庭・地域と連携しながら、さらに信頼される学校づくりに取り

組んで参ります。

ところで、「進んで本を読んでいる」「元気に運動や外遊びをしている」「家庭学習によく取り組んでいる」は、

児童と保護者の評価の差が２０％以上ある項目でした。つまり、保護者は「もっと頑張れる」と思っていても、

児童は「もうできた」「ちゃんとやっているのに」と感じているということでしょうか。親子で目標を決めて、

日々取り組み、できたことを振り返る実践などを計画的に行っていく必要があるように思いました。
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